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Ａ.２０１５年３月期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結）
（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

２６３

５０１

４０８

１７，５２４

2014/3期
実績
②

△３６

６５

５８

５４９

差額
⑥＝①－⑤

０．１

１８．８

２４．３

９．８

増減率
（前年比）

④=③÷②ｘ100

３００

５３０

４５０

１８，７００

通期予想
（1月30日発表）

⑤

△１２．１

１２．４

１２．９

２．９

率
⑦＝⑥÷⑤ｘ

100

０

９４

９９

１，７２４

増減額
（前年比）

③＝①－②

２６３
当期
純利益

５９５経常利益

５０８営業利益

１９，２４９売上高

2015/3期
実績
①

2）連結経営指標 （前期実績）

・売上高営業利益率 ２．６％ （２．３％）

・売上高経常利益率 ３．１％ （２．９％）

・ＲＯＥ ５．１％ （５．２％）

・ＲＯＡ １．９％ （２．０％）
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４，９５８

１３，７７４

2014/3期

３６０

７６１

増減

５，３１９自己資本

１４，５３６総資産

2015/3期

（単位：億円）

Ⅰ. 経営状況

Ｂ.財政状態

１ー１連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額

△２２６６４３現金及び現金同等物に係る換算差額（Ｄ）

△３９４５８△３３６財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ）

１０６１２２２２８現金及び現金同等物の増減額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

１２２１，１３６１，２５９現金及び現金同等物の期首残高

１，２５９

△２

△５８１

５７８

2014/3期
実績
②

２３０

５２４

３５７

１６６

増減額
（前年比）
③＝①－②

１，４８９現金及び現金同等物の期末残高

５２１フリー・キャッシュ・フロー（Ａ＋Ｂ）

△２２３投資活動によるキャッシュ・フロー （Ｂ）

７４５営業活動によるキャッシュ・フロー（Ａ）

2015/3期
実績
①

Ｃ.キャッシュ・フローの実績
（単位：億円）

◇財政状態

売上高の増加に伴う、売掛金の増、及び株価の上昇による投資有価証券の増などにより、

総資産は、対前年度末７６１億円、５．５％増加。

◇キャッシュ・フローの状況

消費税率の引き上げに伴い、未払消費税が増加したことなどにより、営業活動による

キャッシュ・フローが、１６６億円増加。

前年にあった子会社株式の取得による支出が減少し、投資活動によるキャッシュ･フローが、

３５７億円増加。

長期借入れによる収入が減少し、財務活動によるキャッシュ・フローが、３９４億円減少。

※平成２７年３月期 第２四半期より、四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、

資金の範囲を変更。詳細は平成２７年３月期 決算短信のＰ．２４（会計方針の変更）

「連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲の変更」を参照。
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Ｄ.直近５年間の売上高、営業利益の推移

Ⅰ. 経営状況
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◇売上高の推移

対前年１，７２４億円、９．８％増加。

第４四半期に米国西岸における港湾の労働争議の影響による特需が発生し、「航空」セグメントが

著しく伸びたこと、「重量品建設」セグメントや海外セグメントが好調を維持したこと、

新規連結効果により「その他」セグメントが大きく伸長したことなどが要因。

◇営業利益の推移

対前年９９億円、２４．３％増加。

前年対比で、「複合事業」セグメントと海外セグメントが改善したこと、「航空」セグメントが大きく

伸長したこと、「販売」セグメントが好調を維持したことなどが要因。
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Ⅰ. 経営状況

Ｅ.直近５年間の経常利益と当期純利益の推移
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◇経常利益の推移

対前年９４億円、１８．８％増加。

◇当期純利益の推移

特別利益が、投資有価証券の売却益が減少したことなどにより、対前年２６億円減少。

特別損失は、対前年４８億円増加。前年に「転進支援措置」に伴う特別加算退職金を

計上したが、新東京物流センター（仮称）の建設に伴う、旧東京中央ターミナルの

固定資産処分損や、のれんの減損損失、「米国集団訴訟関連引当金」などが

発生したことが要因。
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Ⅰ. 経営状況

1）複合事業

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

２１０１．３１７９２０．０３０１５１１８２ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１．２２１１，８５３１，８７５売上高

３．６ （２．９）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ７，４３８

予想

業績予想（1/30発表）対比

９９．８

進捗率

前年同期対比実績

・ 前年の消費増税前の駆け込み需要の反動により、鉄道、トラック輸送の取扱いが減少

・ 倉庫は食料品関連の取扱いが増加し、通販関連をはじめとするロジスティクス業務も好調を維持

・ ３月の引越商戦は、件数・売上げとも前年実績超

△１４２．９２０６７，２１７７，４２３

２６．１１４５４６８

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

△３７１．１１２△２６．４△３１１８ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１．４１１３６１３８売上高

１．８ （１．５）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ５５６

予想

業績予想（1/30発表）対比

９９．６

進捗率

前年同期対比実績

・ 昨年４月に開始した金融機関の設定便など、新規業務が順調に推移

△１１．４７５４６５５４

２１．９０２２

増減率増減額 差額14/3期15/3期

2）警備輸送 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

◇複合事業・・・増収、増益

前年の消費増税前の駆け込み需要の反動により、鉄道取扱、トラック輸送の取扱いが減少。

倉庫の売上高は、食料品関連の取扱いが増加したほか、通販関連をはじめとする

ロジスティクス業務の取扱いが、好調を維持したことにより、対前年＋３．２％。

３月の引越商戦は、件数・売上げとも前年実績超。

◇警備輸送・・・増収、増益

昨年４月から始まった金融機関の設定便など、新規業務が順調に推移。
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Ⅰ. 経営状況

3）重量品建設

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

０１０２．７２１１２．７２１９２１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）２４．０２１８９１１１売上高

３．８ （５．２）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４１２

予想

業績予想（1/30発表）対比

１１３．８

進捗率

前年同期対比実績

・ 国内の風力発電・重電関連の取扱いが増加

・ 海外の大型プラント工事が売上げを伸ばしたが、前年の重電関連との収益性の違いにより、減益

５６２７．９１０２３６６４６８

△９．６△０４４

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

◇重量品建設・・・増収、減益

国内は、風力発電・重電関連の取扱いが増加。

海外では、マレーシアやベトナムにおける大型プラント工事が計画通りに売上げを

伸ばしたが、前年の重電関連工事との収益性の違いにより、減益。
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Ⅰ. 経営状況

4）航空

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期 ４１１６７．９６０８１．３４５５６１０１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）４８．１２２２４６２６８５売上高

８．０ （２．４）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，８６２

予想

業績予想（1/30発表）対比

１１３．２

進捗率

前年同期対比実績

・ 米国西岸の港湾労働争議の長期化により、チャーター便輸送を実施し、輸出貨物が大幅に増加

・ 輸入貨物、国内貨物は、消費増税前の駆け込み需要の反動減があったが、堅調に推移

２４５１６．０２９０１，８１７２，１０７

４０４．１４４１０５５

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

３１０８．７４５△４．０△２５１４９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）△６．９△２１３１４２９２売上高

３．３ （１．６）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，２００

予想

業績予想（1/30発表）対比

９９．０

進捗率

前年同期対比実績

・ 設備輸送関連の輸出が売上げを伸長し、一般商業貨物の取扱いにも回復の兆し

・ 内航海運は、消費増税前の駆け込み需要でトラックから内航船にシフトした反動により、減収

・ 商戦期における海外引越の取扱い増により、増益

△１１△９．８△１２８１，３１７１，１８８

９０．６４５９

増減率増減額 差額14/3期15/3期

5）海運 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

◇航空・・・増収、増益

日本発輸出貨物の取扱重量は、＋４６．７％。

方面別の内訳では、米州地域向けが＋２２０.８％、欧州地域向けが△１０.０％。

アジア・オセアニア地域向けが＋４．３％。

品目別では、欧州向けにおいて自動車・医療機器関連が低迷したものの、米州向けに

自動車関連、アジア向けで電子・電機関連の荷動きが活況。米国西岸における港湾の

労働争議が長期化した関係で、米州向けに２月、３月と大量のチャーター便輸送を実施し、

大幅増収。

輸入貨物、国内貨物の取扱いは、消費増税前の駆け込み需要の反動減があったが、

総じて堅調に推移。

◇海運・・・減収、増益

設備輸送関連の輸出が売上げを伸長。一般商業貨物の取扱いにも回復の兆し。

輸入は、事業用の太陽光パネル関連の荷動きが鈍化した分を、アパレル・青果関連などの

取扱い増で補い、前年並みの売上げを確保。

内航海運は、消費増税前の駆け込み需要でトラックから内航船へシフトした分の

反動減により、減収。

第４四半期では、昨年５月の組織改正が売上げに大きく影響し減収となるも

商戦期における海外引越の取扱い増により、増益。
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Ⅰ. 経営状況

6）米州

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

３１１１．３３０１９．７５２８３４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）２２．５４０１７８２１９売上高

３．０ （４．４）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ７４３

予想

業績予想（1/30発表）対比

１０６．５

進捗率

前年同期対比実績

・ メキシコでの海運・輸入及び航空・輸出フォワーディングの取扱いが、好調を維持

・ 米国からメキシコへの航空・転送業務の減少、米国での外注費単価上昇により、減益

４８１４．６１００６９０７９１

△１７．６△１７６

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

１３２２１．７１０２３２．５１６７２３ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１２．４２６２１０２３６売上高

２．４ （０．６）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ８３４

予想

業績予想（1/30発表）対比

１００．３

進捗率

前年同期対比実績

・ 航空・輸出フォワーディングの取扱いが、第３四半期に続き、ドイツ、スペインを中心に増加

・ フランコ・ヴァーゴ社の航空・輸出入の取扱いも好調を維持

２１４．９１０８７２７８３６

３５４．３４1５

増減率増減額 差額14/3期15/3期

7）欧州 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

海外会社の第４四半期は、１０－１２月期

◇米州・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースにおいても、増収、減益。

自動車関連のお客様が、メキシコにおける生産能力の増強を継続させ、メキシコでの海運・

輸入及び航空・輸出フォワーディングの取扱いが好調を維持。一方、米国からメキシコへの

航空・転送業務の減少や、米国でのドライバー不足による外注費単価上昇の影響などで、

減益。

◇欧州・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースにおいても、増収、増益。

域内のトラック輸送は苦戦をしたものの、第３四半期に引き続き、自動車関連の航空・

輸出フォワーディングの取扱いが、ドイツ、スペインを中心に前年比プラスで推移。

フランコ・ヴァーゴ社の航空・輸出入の取扱いも好調を維持。
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Ⅰ. 経営状況

8）東アジア

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

４１３３．２１４５４．５６１２１９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）２．５６２７３２７９売上高

１．５ （０．９）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，００３

予想

業績予想（1/30発表）対比

１０１．０

進捗率

前年同期対比実績

・ 現地通貨ベースにおいては、減収、増益

・ 中国における航空・海運フォワーディングの取扱いや、華南地域のミルクランの取扱いが好調を維持

・ 台湾では、倉庫配送業務が堅調も、前年のスポット貨物の反動で、減収

１０９．９９１９２１１，０１３

６８．２１２４

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

△６５８．９１５△３５．１△５１４９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）３９．６５４１３７１９１売上高

△０．７ （３．３）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ５８０

予想

業績予想（1/30発表）対比

１１１．４

進捗率

前年同期対比実績

・ 地域全体で航空・輸出入の取扱いが増加し、倉庫配送を中心とする域内ビジネスも堅調に推移

・ 事業拡大に伴う初期費用のほかに各種コストも増加し、減益

６６２５．８１３２５１３６４６

△１２８．２△５４△１

増減率増減額 差額14/3期15/3期

9）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

海外会社の第４四半期は、１０－１２月期

◇東アジア・・・増収、増益

為替の影響を除いた現地通貨ベースにおいては、減収、増益。

中国は、自動車関連、電子・電機関連の航空・海運フォワーディングの取扱いや、

華南地域における自動車関連のミルクランの取扱いが好調を維持。

台湾では倉庫配送業務は堅調も、前年の大型スポット貨物の反動で減収。

◇南アジア・オセアニア・・・増収、減益

為替の影響を除いた現地通貨ベースにおいても、増収、減益。

地域全体において、航空・輸出入の取扱いが増加。倉庫配送を中心とする域内ビジネスも

堅調に推移。昨年１２月にミャンマー日本通運を設立、本年１月から営業を開始するなど、

積極的に事業を展開。

事業拡大に伴う初期費用と、人件費、利用費、外注費の増加により減益。
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Ⅰ. 経営状況

10）販売

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

９１１７．２５４３２．３１５４８６４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）△１２．８△１４５１，１３４９８８売上高

１．８ （１．３）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４，２２５

予想

業績予想（1/30発表）対比

９９．４

進捗率

前年同期対比実績

・ 石油類の販売単価が下落したことにより、減収

・ 輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業が引き続き堅調に推移し、増益

△２３１．８７３４，１２８４，２０１

２５．２３１４１８

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｆ.セグメント別状況

４
Ｑ
単
四
半
期

通
期

２１１０．６２３３０．９６２０２６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）４７．６１４６３０６４５２売上高

１．８ （３．５）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，３９４

予想

業績予想（1/30発表）対比

１０３．０

進捗率

前年同期対比実績

・ 第３四半期から連結子会社化した日通ＮＥＣロジスティクス社が、売上げの増加に寄与

・ 消費増税前の駆け込み需要の反動減があり、減益

４２１３３．７８２１６１４１，４３６

△２４．２△２１０８

増減率増減額 差額14/3期15/3期

11）その他 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第４四半期単四半期の内容

◇販売・・・減収、増益

石油類の販売単価が下落し、減収。輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業が

引き続き堅調に推移し、増益。

◇その他・・・増収、減益

日通ＮＥＣロジスティクス社が、第３四半期から連結子会社となり、売上げの増加に寄与。

消費増税前の駆け込み需要の反動減により、減益。
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増減要素

参考連結（通期）変動要素

年間平均為替レート（※） （前年同期）

ＵＳＤ：１０５．８５円 （ ９７．６５円）

ＥＵＲ：１４０．４２円 （１２９．６８円）

ＨＫＤ： １３．６５円 （ １２．５９円）

ＲＭＢ： １７．１９円 （ １５．９１円）

第４四半期平均為替レート （前年同期）

ＵＳＤ：１１４．５４円 （１００．４６円）

ＥＵＲ：１４３．０７円 （１３６．６９円）

ＨＫＤ： １４．７７円 （ １２．９６円）

ＲＭＢ： １８．６２円 （ １６．５２円）

売上高

＋２１９．５億円

営業利益

＋４．３億円

為替による影響

（前年同期）

軽油 ：１１０．５５円／ℓ（１１４．９２円）

ガソリン：１４４．４０円／ℓ（１４７．２１円）

船舶重油： ６６．４７円／ℓ（ ７１．２４円）

燃油費 △１０．８億円

（費用減）

燃油費単価変動
による影響

（※）年間平均為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを各現地通貨ベースの四半期実績に適用している。

Ⅱ. 外部環境の変化
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国際関連事業売上高比率

２０１６年３月期 ４０％

国内複合事業営業利益率

２０１６年３月期 ３％

日通グループ経営計画２０１５
－改革と躍進－

２０１３年４月１日～２０１６年３月３１日 （３ヵ年）

日通グループ企業理念日通グループ企業理念・ビジョン・ビジョン

グローバルロジスティクス

事業の更なる拡大成長性 国内事業の経営体質強化収益性

グループ各社の多様性を
活かした事業拡大成長性

ＣＳＲ経営に基づく、
事業を通じた社会への貢献社会性

日通グループ経営計画 ２０１５ －改革と躍進－

Ⅲ.経営計画の進捗状況

３％国内複合事業営業利益率

３４０億円当期純利益

５４０億円営業利益

１兆８，０００億円売上高

２．５％総資産利益率（ＲＯＡ）

４０％国際関連事業売上高比率

年平均１．０％以上の削減（＊）ＣＯ２排出量

数値目標（２０１６年３月期達成目標）

（＊）日通グループとして原単位で２０１０年３月期を基準
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2015年3月期実績 34.7％

（2015年3月期上半期実績 33.5％）

（2014年3月期実績 32.5％）

2016年3月期
国際関連事業売上高比率 40%

グローバルロジスティクス

事業の更なる拡大

2015年3月期実績 2.5％

（2015年3月期上半期実績 1.8％）

（2014年3月期実績 2.1％）

2016年3月期

国内複合事業営業利益率 3%

国内事業の経営体質強化

【5月1日付組織改正】

１． 「関東ブロック」の新設

・ 航空、海運事業部を廃止し、それぞれ航空事業支店、海運事業支店として、

陸上輸送部門とともに、関東ブロックを新設

・ 九州ブロック、関西ブロック、中部ブロックに続き、関東ブロックにおける

組織改正の実施により、陸・海・空のワンストップ体制を構築

２． 本社組織の見直し

・ 本社組織を見直し、将来の収益の柱となる新規事業開発、商品開発、

マーケティング機能を強化

・ グローバル事業強化のために、グローバル関連部署を拡充

項目 進捗状況基本戦略

日通グループ経営計画 ２０１５ －改革と躍進－ 基本戦略の進捗状況

Ⅲ.経営計画の進捗状況

◇国際関連事業売上高比率４０％に向けて

航空・海運の輸出の売上げが回復してきたことに加え、為替の影響により海外会社の

売上げが増加した一方、国内の売上げも伸長した結果、３４．７％。

今後は海外、特に南アジアをターゲットに定め、事業拡大に注力。

Ｍ＆Ａや戦略的業務提携も、積極的に活用。

◇国内複合事業営業利益率３％達成に向けて

コスト削減に対する取組みとともに、営業力の強化を更に推進し、３％の達成を目指す。

当社グループを大きく飛躍させるため、５３年ぶりとなる組織改正を実施。

２０１４年５月より九州ブロック、関西ブロック、中部ブロックにて組織改正を実施。

５月１日付で、航空、海運事業部を廃止し、それぞれ航空事業支店、海運事業支店

として、従来の陸上輸送部門とともに関東ブロックを新設、陸・海・空の

ワンストップ体制の構築を完了する。

本社組織も見直し、将来の収益の柱となる新規事業開発、商品開発、

マーケティング機能を強化するとともに、グローバル事業強化のために、

グローバル関連部署の拡充を図る。
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Ａ.連結業績予想

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

4
(2.8)

29
(12.0)

27
(13.9)

537
(5.9）

上半期

増減額

（増減率）

71
(69.5)

4
(1.3)

3
(1.3)

212
(2.1)

下半期

2015/3期実績2016/3期予想

165

280

230

9,730

上半期

175

350

310

10,270

下半期

160

250

202

9,192

上半期

103

345

306

10,057

下半期

263

595

508

19,249

通期

76
(28.9)

34
(5.8)

31
(6.3)

750
(3.9)

通期

340
当期

純利益

630経常利益

540営業利益

20,000売上高

通期

（単位：億円、％）

◇業績予想作成の前提となる経済環境

海外経済は、活発な個人消費を背景に、堅調な米国経済が牽引すると見込まれている

ものの、原油価格の下落に伴うロシア経済の低迷や中国における景気減速などへの

懸念から、経済は先行き不透明な状況で推移するものと予測。

国内経済は企業収益が回復するなか、雇用環境の改善や設備投資の増加などにより、

景気は緩やかながらも回復基調で推移する見込み。

◇業績予想作成の前提となる物流業界の状況

国内貨物は、個人消費の持ち直しや企業在庫の減少に伴う生産の回復に加え、

一部で製造業の国内回帰などの動きもあり、輸送量の増加を期待。

国際貨物は、円安の影響もあり輸入に大きな伸びは見込めないものの、

輸出は米国向けを中心に、引き続き堅調に推移すると予測。
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1）複合事業 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

２．５３．０利益率

０．１４３，７６７３，７７２０．１４３，６５５３，６６０売上高

８．１９１１７１２６４２．９２７６４９２ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３．４

・ 「地方圏」において、地域経済・マーケットの特性に

合わせた営業活動を推進

・ オペレーション効率の改善により、採算性を向上

通期

２０．５３７１８２２１９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３．１１．８２．５利益率

売上高

概況
今回予想

０．１８７，４２３７，４３２

増減率増減額15/3期16/3期

2）警備輸送 （単位：億円、％）

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

１．６２．４利益率

０．１０２７７２７８０．６１２７６２７８売上高

６０．４２４７４７．１１３５ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２．８

・ 不採算業務の見直しにより、適正料金の収受が図

られるなど、収益構造が改善

通期

５４．５４８１３ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

１．７１．４２．１利益率

売上高

概況
今回予想

０．４１５５４５５６

増減率増減額15/3期16/3期

※５月１日付で組織改正を行ったが、報告セグメントについては、引き続き、

従来の区分に則った形で開示。

◇複合事業・・・増収、増益

「三大都市圏」では営業力強化に加え、２０１７年春に竣工予定の

新東京物流センター（仮称）をはじめとして、積極的に投資を拡大。

「地方圏」においても、地域経済・マーケットの特性に合わせた営業活動を推進。

ＩＴを活用したオペレーション効率の改善など、採算性の向上に継続して取り組む。

料金改定の効果も４月以降、本格化する見込み。

通期で複合事業の営業利益率３％の達成を目指す。

◇警備輸送・・・増収、増益

不採算業務の見直しにより、適正料金の収受が図られるなど、収益構造が改善。

一時的に売上げの伸びが鈍化しても、利益は確保できる見込み。
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3）重量品建設 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

４．６４．６利益率

４．２９２２２２３２４．４１０２４６２５７売上高

６．６０１０１１３．１０１１１１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４．７

・ 国内の風力発電・重電関連が増加する見込み

・ 海外の大型プラント工事が継続

通期

４．８１２１２２ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４．６４．６４．５利益率

売上高

概況
今回予想

４．３２０４６８４８９

増減率増減額15/3期16/3期

◇重量品建設・・・増収、増益

国内においては、前年に需要が多かったシャット・ダウン・メンテナンス業務の

反動減の影響はあるものの、風力発電・重電関連の取扱い増を見込む。

海外においても、大型プラント工事が継続。
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4）航空 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

４．８３．８利益率

△１４．４△１７０１，１８８１，０１８２．２２０９１８９３９売上高

△３７．３△２８７６４７６．８１２５２７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４．７

・ 前年の特需の反動減が影響

・ ＢＩＬＴ－２を進化させ、業種別ロジスティクスを拡大

通期

△２６．２△２６１０１７５ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

６．４２．８２．９利益率

売上高

概況
今回予想

△７．１△１５０２，１０７１，９５７

増減率増減額15/3期16/3期

5）海運 （単位：億円、％）

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

４．１４．７利益率

４．３２５５９１６１７２．４１４５９６６１１売上高

２８．４５１９２５１０．３３２９３２ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４．１

・ 米州向けを中心に、自動車関連設備輸送が継続

・ 海外引越が上半期も好調を維持する見込み

通期

１７．７８４９５７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３．４４．９５．３利益率

売上高

概況
今回予想

３．３３９１，１８８１，２２８

増減率増減額15/3期16/3期

◇航空・・・減収、減益

特需の反動減の影響は避けられない見込み。輸出では、販売単価が横ばい、仕入単価は

やや上昇の傾向を示していることから、物量拡大に努める。

各種サービス料金の適正収受に注力。輸入では、２０１４年１月から稼動している

ＢＩＬＴ－２を進化させ、業種別ロジスティクスの拡大を図る。

◇海運・・・増収、増益

輸出は、米州向けを中心に自動車関連の設備輸送が継続するほか、一般商業貨物も、

一定程度の回復を見込む。

輸入では、家庭用の太陽光パネル関連の荷動きが活発化。

内航海運は、燃油費単価下落によりコスト競争力が増しているため、営業拡大を推進。

海外引越は、商戦期が続くこの上半期においても、好調を維持する見込み。
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6）米州 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

４．３４．２利益率

１７．０７０４１７４８８３１．９１１９３７４４９４売上高

１４．２２１６１９２８．７４１７２２ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３．９

・ 好調な米国経済を背景に、自動車関連の取扱いが、

増加見込み

通期

２１．６７３４４１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

４．０４．６４．５利益率

売上高

概況
今回予想

２４．１１９０７９１９８２

増減率増減額15/3期16/3期

7）欧州 （単位：億円、％）

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

２．９２．８利益率

１．３５４４０４４６２．１８３９５４０４売上高

１４．５１１３１５△１８．３△１１０８ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３．５

・ 欧州経済が緩やかに回復する中、自動車関連の航

空フォワーディングが増加

・ オランダにおける倉庫配送業務が拡大見込み

通期

０．２０２３２４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３．１２．６２．１利益率

売上高

概況
今回予想

１．７１３８３６８５０

増減率増減額15/3期16/3期

◇米州・・・増収、増益

好調な米国経済を背景に、自動車関連の取扱いが増加見込み。

第１四半期は、特需による航空・輸出入の取扱いが大幅に伸長。

◇欧州・・・増収、増益

地政学的リスクを抱えるものの、欧州経済は緩やかな回復基調。

第１四半期も、航空・輸出フォワーディングの取扱いが自動車関連を中心に増加。

２０１５年１月から営業開始した、オランダの倉庫配送業務も拡大見込み。
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8）東アジア （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

１．９１．９利益率

１４．６７７５３２６１０２０．２９７４８０５７８売上高

１２．０１１１１３３２．２２７９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２．２

・ 中国経済の減速が懸念されるものの、中国発航

空・輸出フォワーディングの堅調な取扱いを見込む

通期

１９．７３１９２２ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２．２１．５１．７利益率

売上高

概況
今回予想

１７．３１７４１，０１３１，１８８

増減率増減額15/3期16/3期

9）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

１．４１．５利益率

１８．５６５３５４４２０２６．１７６２９１３６８売上高

１４６．２３２６△１５．１△１６５ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

１．５

・ 航空・輸出フォワーディングや倉庫配送業務の取扱

いが堅調に推移

・ 投資とともに、各種コストの削減にも注力

通期

２７．９２９１１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

０．７２．３１．６利益率

売上高

概況
今回予想

２２．０１４１６４６７８８

増減率増減額15/3期16/3期

◇東アジア・・・増収、増益

中国経済の減速が懸念されるものの、中国発の航空・輸出フォワーディングの取扱いが、

第１四半期も堅調に推移。非日系企業への営業強化や、新たな陸路輸送ルートの

構築など、新規ビジネスの開発にも積極的に取り組む。

◇南アジア・オセアニア・・・増収、増益

売上げの拡大に伴う、利益の確保に向けた取組みを推進。

第１四半期には、タイ、シンガポール、マレーシア、フィリピン、インドネシアでの

航空・輸出フォワーディングや倉庫配送業務の取扱いが堅調に推移。

今後もお客様の動向を注視しながら、拠点の機能強化や新拠点の開設など、必要な

投資は実行するとともに、各種コストの削減にも注力。
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10）販売 （単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

１．５１．６利益率

１．４２９２，１１７２，１４７△５．６△１１６２，０８４１，９６８売上高

△６．３△２３６３４１２．２３２７３１ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

１．６

・ 石油類の販売単価下落により、減収を見込む

・ ロジスティクス・サポート事業は好調を維持し、増益

見込み

通期

１．７１６４６５ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

１．７１．３１．６利益率

売上高

概況
今回予想

△２．１△８６４，２０１４，１１５

増減率増減額15/3期16/3期

11）その他 （単位：億円、％）

前年実績対比

下半期 （ご参考）上半期
上・下半期

増減率増減額15/3期16/3期増減率増減額15/3期16/3期

１．８１．９利益率

１．６１４８９７９１２５７．５３０９５３８８４８売上高

２５．２４１９２３３０．８２７９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２．６

・ 上半期は、日通ＮＥＣロジスティクス社が連結子会

社となった効果が継続

通期

２６．７７２６３３ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

２．１１．４１．１利益率

売上高

概況
今回予想

２２．６３２３１，４３６１，７６０

増減率増減額15/3期16/3期

◇販売・・・減収、増益

石油類の販売単価下落が継続見込みであるものの、輸出が堅調に推移するなか、

ロジスティクス・サポート事業が好調を維持する見込み。

◇その他・・・増収、増益

日通ＮＥＣロジスティクス社が連結子会社となった効果が、上半期も継続。
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Ｃ.外部要因の前提

売上高

＋２３６．０億円

営業利益

＋７．７億円

燃油費△４９．１億円

（費用減）

連結業績への影響 前提条件変動要素

（前期年間平均（※））

ＵＳＤ ：１１９．４０円 （１０５．８５円）

ＥＵＲ ：１３０．９０円 （１４０．４２円）

ＨＫＤ ： １５．４０円 （ １３．６５円）

ＲＭＢ ： １９．２０円 （ １７．１９円）

為替による影響

（前期年間平均）

軽油 ： ８８．７０円／ℓ（１１０．５５円）

ガソリン：１２７．０７円／ℓ（１４４．４０円）

船舶重油： ４９．５３円／ℓ（ ６６．４７円）

使用量は前年と同量と想定

燃油費単価変動
による影響

（※）前提となる為替レート及び前年同期レートは参考値。決算では四半期平均レートを各現地四半期実績に適用している。

Ⅳ.２０１６年３月期の業績予想



22Copyright © 2015 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１５年３月期決算説明会資料

Ⅴ. 配当の状況

配当性向の推移と予想
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の正確性を保証する
ものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は一切責任を負いませ
んのでご承知おきください。


